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こう進める・ことしの市政

市長施政方針をの焔

　昭和39年第2回目の3月定例市議会は、

しさる3月16日に開会。30日までの15日間

1を会期として33件の議案を審議しまし

：た。なお藤井市長は開会にあたって「新

，産業都市の建設を中心にしたところの．

1①大企業誘致②第一次産業の構造改菩と

：近代化③中小企業の体質改善④都市機能

．の整備⑤民生奪業、教育施設の整備充実
乙

など市政に課せられた使命を達成して豊

かな郷土づくりに努力する」と次の通り

・39年度め施政方針を語りました。

　予算編成の前提となる最近の国内事情
は、物価の値上りという問題もあります
が、一面国民経済も同様上昇の一途をたど

り、それぞれの所得もふえ、さらに公共投

資もすすみ冠輸出も順調な伸びを示してい

ます。しかしながら世界経済の動きは貿易

自由化へ移行されつつあり世界の企業や農

業といやでも競争しな配ればならなくなっ

ており、これらの経済改善強化が一層急務

となってまいりました。

　このような経済の強化策に端を発し、地

方行政上の施策としてぜひともとりあげな

ました。

　過日、日向、延岡地区が新産業

都市の指定を受けたことは、この

ような問題解決のため、本市を中

心に本県の新しい発展の基礎が固
められることになったわけで、誠

に心強い限りです。いわばこの新

産都市の建設が至上の命題で、こ

れを中心に

①大企業の誘致

②中小企業の体質改善

③農林水産業構造の改善と近代化

④都市機能の整備

⑤民生事業の充実
⑥教育施設の整備充実　　　　，

⑦観光資源の開発

の諸懸案の市政に課せられた使命

を達成していきたいと思います。

　なお本年度の重要政策の概要を

項目別に申し上げますと、

▽大企業の誘致＝すでに進出が決

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まった鉄興社、総合甘味工場も着々工場の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徹底防除を図る②森林組合を中心に民有林
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設が始められているが、年来の工都とす

纏繕醐醗礫1鑛6灘欝灘灘ll縷鰹
　とくに本県は全国の中でも最も未成長の　▽中小企業の体質改善＝大企業の圧迫を受

部分に属しており、この地域開発と併行け経営難におちいる中小企業の育成のた
し、地域格差の是正という重要問題をも解　め・①企業の協同化・設備近代化による体

決しなければならない必要にせまられてき　質改善を図る・②運転資金・設備資金の調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　達、あっせん、③講習会
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　　　　　　　　　　　　定を図る。

　　　　　　　　　　　　▽都市機能の整備＝新産都市の建設がすな

　　　　　　　　　　　　わち都市機能の充実につながるので、今後

　　　　　　　　　　　　の都市整備は新産都市建設の中にすべて
　　　　　　　　　　　　折りこむ。ただし現在行なっている申央通

の開催等積極的指導を行　線の整備舗装草場～細島通線の整瓶土
う。　　　　　　　　　地区画整理、下水道事業は実施する。

▽農榮の構造改善と近代　▽教育の振興＝教育施設の改善について◎

化＝本市は昭和38年度に　富申の一部危険校舎の改築を考慮し他の学

農業構造改善対策事業整　校施設の破損箇所の修繕に充分留意する。

備地域の指定を受けたの　②社宅・住宅の建設が急増している日知屋

で、農業構造改善推進協　地区の児童数の社：会増加に対処するため日

議会を母体に①米麦中心　知屋小の第二回目の増築を行う。＠義務教

の農業から果樹、畜産を　育国庫負担法に基づく教材整備のほか｝39

主軸にする農業へ転換年度から単独の教材充実費を計上し、逐次
し、経営の近代化を図　整備する。④体位向上のため全小学校の完

る。そのためにα）家畜導　全給食を実施する。

入増殖事業（ロ）家畜防疫対　▽社会福祉行政擬⊇児童福祉対策母子福祉

策事業⑭小規模草地改良　対策は既設の保育所、母子寮を中心にその

事業⇔果樹振興会の育成　設備内容の充実、保母の育成に努める②老

病により増産奨励を進め　人福祉については現在の「ひまわり寮」の

る②かんがい用配水路、　内容強化、一般老人の健康診査、クラブ補

農道など農業経営の基礎　助など援護対策の強化を図る。

条件である土地基盤の整　▽観光資源の罷発＝①日向美々津海岸断定

備をはかる事③三農協の　公園の指定に伴って櫛の山に観光道路の
合併によ’ ﾁて経営規模を　建設、さらに米の山に観光道路を建設して

拡大し機能の充実、強化　市民のレクレーシヨンの場を完備する。

に努める。　　　　　　　②美しい郷土づくり運動推進協議会を母体

▽林業、水産業の振興＝　に「住みよい郷土づくり」を行う。以上の

①雑木林を経済価値の高　考え方に基づいて本年度の予算を編成しま

い人工林に転換し年々増　した。みなさんの一層のご批判、ご協力を

大の傾向にある松喰虫の　お願いします。
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「

大
き
く
伸
び
た
市
の
台
所

39年度一般会計

出予算、特別会

才出予算が可決

した。ことしの

一般会計7億3

万円。特別会計

千9百万円。総

1千5百22万

でスタート。前
当初予算（骨格）

しますと4億6

76万円・最終

比較すると8千

円と大きな伸び

ています。経済

うつりかわりか

税などの収入の

みられないのに

、人件費、公共

増大等支出がか

観は許しません

つて財政運営
っては徹底的な

を加え、積極的

の拾出をはかり

会

計般情勢の・

七　ら、市二
丁伸。・が6

三反して、
千投資は士
五　　さみ楽軒
下
　　したが・
万
円にあた｝
で再検討詫
ス　に財源6

タ　ました。

　1　　では一

ト　3千万F

　　昭和3

　喜入才と

　計才入＝

　されま1

　予算は一

　千5百フ

　1億7＝

　額9億
　1＝F円”

　年度の≧

　と比較1

　千5百’

　予算と王

　5百万「

一を見ぜ

方針に｛

ちの郷二

ように｛

を七つ’

たしま1

〈
農
林
水
産
業
費
V
八
千
二
百

　
六
十
九
万
八
千
円
。

　
農
業
は
構
造
改
善
事
業
を
主
体
に
米

麦
中
心
か
ら
果
樹
、
畜
産
へ
の
転
換
、

漁
業
は
漁
礁
沈
下
な
ど
漁
場
の
改
良
を

行
な
い
漁
家
の
経
済
安
定
を
は
か
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
は
農
業

畜
産
、
果
樹
振
興
の
た
め
の
農
業
費
六

千
九
百
七
十
七
万
四
千
円
、
林
業
費
七

百
三
十
二
万
四
千
円
、
水
産
費
五
百
六

十
万
円
か
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

△
商
工
費
〉
七
百
四
＋
五
万
三
千

　
円

　
大
企
業
に
圧
迫
さ
れ
、
経
営
難
に
お

ち
入
り
か
ち
な
中
小
企
業
振
興
の
た
め

体
質
改
善
、
運
転
資
金
や
設
備
資
金
の

融
資
に
力
を
入
れ
ま
す
。
商
工
振
興
費

四
百
九
万
千
円
。

〈
土
木
費
V
八
干
七
百
九
万
六
千

　
円

　
新
産
業
都
市
を
基
調
に
街
づ
く
り
を

進
め
る
と
い
う
考
え
か
ら
新
規
の
事
業

を
抑
制
し
、
継
続
事
業
を
重
点
的
に
と

り
あ
げ
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
土
木

管
理
費
千
三
百
五
十
八
万
円
、
道
路
橋

り
ょ
う
費
千
三
百
七
十
八
万
五
千
円
、

都
市
計
画
費
五
千
九
百
七
十
二
万
円
か

組
ん
で
あ
り
ま
す
。

〈
消
防
費
▽
千
八
百
二
十
一
万
二

は一般会計＝7億

万円の予算が施政

に従ってわたした

郷土づくりにどの

に使われるのか二

って概要を説明い
ましよう。

ヤ
〈
総
務
費
▽
二
億
五
千
五
百
七
十

四
万
八
千
円
。
主
な
も
の
は
人
件
費
、

市
の
事
務
態
勢
の
強
化
と
市
民
サ
ー
ヒ

ス
の
た
め
の
事
務
改
善
費
、
市
庁
舎
建

設
工
事
費
一
億
四
千
三
百
六
十
万
五
千

円
か
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

△
民
生
費
▽
八
千
七
百
四
＋
一
万

　
二
千
円
。

　
生
活
扶
助
、
医
療
扶
助
世
帯
か
年
々

増
え
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
生
活
保
護

工
六
千
百
三
十
万
七
千
円
。
児
童
福
祉

費
九
百
五
十
一
万
五
千
円
。
老
人
の
福

祉
の
た
め
の
養
老
人
福
祉
費
六
百
七
十

七
万
七
千
円
か
組
ん
で
あ
り
ま
す
。

△
衛
生
費
▽
千
九
百
三
十
万
八
千

　
円

　
一
昨
年
に
塵
芥
処
却
炉
、
昨
年
に
し

尿
処
理
場
か
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
施

設
費
は
計
上
し
て
あ
り
ま
せ
ん
か
、
予

防
、
環
境
衛
生
、
隔
離
病
舎
等
の
保
健

衛
生
費
が
千
百
六
十
三
万
五
千
円
。
清

掃
費
四
百
六
十
七
万
三
千
円
か
組
ん
で

あ
り
ま
す
。

ハ
労
働
費
V
一
手
六
百
二
＋
山
斗

　
二
千
円
。

　
こ
の
「
款
」
は
自
治
法
の
改
正
で
新

し
く
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
全
額
失
業

対
策
費
て
、
道
路
、
下
水
道
整
備
に
力

を
入
れ
ま
す
。

千
円
。

　
本
市
の
住
宅
は
木
造
か
ほ
と
ん
と
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
消
防
五
ケ
年
計
画
に

そ
っ
て
設
備
の
充
実
を
は
か
る
ほ
か
、

火
災
防
ぎ
ょ
、
火
災
予
防
、
自
然
災
害

対
策
の
面
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。
消
防

費
一
千
八
百
二
十
一
万
円
。

△
教
育
費
V
七
千
七
百
三
＋
八
三

　
円

　
児
童
の
社
会
増
加
に
対
処
す

る
た
め
校
舎
の
増
築
、
老
朽
校

舎
の
補
修
の
ほ
か
市
単
独
に
よ

る
教
材
充
実
、
体
位
向
上
の
た

め
完
全
給
食
に
力
を
入
れ
ま
す

小
学
校
費
二
千
七
百
七
十
九
万

四
千
円

中
学
校
費
三
千
四
百
六
十
六
万

六
千
円
、
社
会
教
育
費
四
百
十

三
万
円
。
保
健
体
育
費
五
百
五

十
九
万
四
千
円
。

ハ
そ
の
他
〉
災
害
復
旧
費
一
千
三

　
百
八
十
四
万
円
。
公
債
費
三
千
三
百

三
十
八
万
五
千
円
、
諸
支
出
金
一
千
二

十
万
五
千
円
、
予
備
費
五
十
万
円
。

　
な
お
各
年
ご
と
の
予
算
の
伸
び
、
収

入
状
況
は
別
グ
ラ
フ
を
こ
ら
ん
く
だ
さ

い
。

算
齪
茸
各

8
億
円
　
7

6

飼庫支出金

μ；9454」

5
　
　
　
　
4
　
　
　
り
0

市　債
＼169，000

癌墜

歳入合計
735、532

　（千円）

旭方交付税
136000

市税
124237

り
乙
　
　
　
　
1

OUL」⊥」U」」一LL厘一L二
雛343536373δ39遷

　収入で一番大きなものは、市債の

1億6＝F9百万円、次か国庫支出金の

1億4千9百45万円、地方交付税1億3

千6百万円、市税1億2千4百23万円、

財産収入の1億6百46万円となってお

り、市税など伸びかみられないとこ

ろがら、市債、国庫支出金なとから

財源の捻出をはかりました。

ご
ら
ん
に
な
り
ま
し
た
か
？

　
　
　
固
定
資
産
課
税
台
帳

　
四
月
一
日
か
ら
3
9
年
度
の
課
税
台
帳

を
み
な
さ
ん
に
お
み
せ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
は
土
地
や
家
屋
な
ど
固
定
資

産
の
評
価
か
え
の
年
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
期
間
中
に
一
度
ご
ら
ん
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

．
場
所
は
市
役
所
税
務
課
固
定
資
産
係

で
時
間
は
平
日
は
八
時
半
か
ら
五
時
ま

で
土
曜
日
は
八
時
半
か
ら
正
午
ま
で
で

す
。　

お
み
せ
す
る
の
は
二
十
日
ま
で
で
す

か
ら
こ
の
期
間
中
に
ご
ら
ん
に
な
り
、

税
額
に
異
議
の
あ
る
場
合
も
こ
の
期
間

中
に
お
申
出
く
だ
さ
い
。

★
恩
給
担
保
に

　
お
金
を
貸
し
ま
す
★

　
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
恩
給
を
担
保

に
資
金
の
融
資
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
資
金
を
ご
入
用
の
方
は

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
事
業
資
金
か
必
要
、
②
高
利
の
借
金

を
返
済
し
た
い
、
③
内
職
用
の
ミ
シ
ン

等
を
購
入
し
た
い
、
④
子
女
の
結
婚
準

備
金
か
必
要
、
⑤
家
を
修
理
、
増
築
し

た
い
、
⑥
医
療
費
か
必
要
、
⑦
子
弟
の

教
育
費
か
必
要
な
ど
。

▽
貸
付
額
F
手
取
額
の
二
年
半
分
で
最

　
高
二
十
万
円
以
内
。

▽
利
息
げ
年
六
分
（
十
万
円
で
月
五
百

　
円
）

▽
保
証
人
『
一
名

　
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
市
商
工
水
産

課
、
ま
た
は
公
庫
延
岡
支
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
た
さ
い
。

～

き
～

の

鐸
蒙
；

轟
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翻
にと激励

新産都市指定記念

　沿道は小旗の波で髭

　　　蓬論産業の最前

　日向、延岡新産業都市指定記念

式典はさる3月21日、正午から細

島臨海工業地区、県建設局前の広

場に河野建設相、倉成企画庁政務

次官、蔵内労働省政務次官、金丸

自治省事務次官、北田運輸省港湾

局長、中西農林大臣官房長、平田

開発銀行総裁ら中央関係各省の来賓と市町村関係者

約5百人か出席して行なわれました。

　この日午前10時に上り急行「フェニックス」で延

岡に着いた河野建設相一行は、延岡、土々呂、門川

と沿道で地元の人たちの打振る小旗の波で歓迎を受

けなから、正午頃日向入りしました。

　日向市の商店街は万国旗か飾られ、一行か市の中

心街を通るときには宮崎銀行のブラスバンドとバト

ンガールか先導を始め、花吹雪と日の丸の小旗を打

振る約5千人の歓迎の人たちでにぎわいました。

　また埋立第三区の突端に完成した工業港一万トン

岸壁には千5百トンの自衛艦「まき」が処女入港し

　　　　　　　　　空からは新田原基地のノエツト

　　　　　　　　　機二機が低空飛行し花をそえ、

　　　　　　　　　陸海空あげて指定を祝いまし

　　　　　　　　　た。

　　　　　　　　　　式典では黒木知事、坂本県議

　　　　　　　　　会議長のあいさつ、菅野副知事

　　　　　　　　　の経過報告のあと、河野建設相

　　　　　　　　　をはじめ関係大臣代理か祝辞を

譜叛哩　　廿
駕・　’．・

冗　　僻　翻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚇臨　・

耽撰　　　　訴藩

　　謙　　　　　　　　　。　　鶴
　　　　　　　　　　　　　、　㌔・㌔臨

　　　　　　　　　　　　　　諏慨’

翻 　’鳶㌦

蔑

述へ、当地区の将来への期待と激励の言葉が述へられました。中でも河野

建設相は宮崎は隣県鹿児島とともに北海道、東京と並ふ日本を支える三

本柱のひとつだ、この地区か日本産業の最前線として発展することを期

待する」と力強く激励しました。写真（左）一行を歓迎する人の波、処

女入港の「まき一（右）視察する一行とあいさつを述へる河野大臣

即
　
は
異
動
期

輔凱

ﾍ
二
週
間
以
内
に

　
　
　
1
1
住
民
登
録
の
届
出
を
h

　
四
月
は
進
学
、
就
職
と
一
年
で
も
最

も
人
の
動
き
か
激
し
い
時
期
で
す
。
転

入
転
出
な
ど
異
動
か
あ
っ
た
と
き
は
、

二
週
間
以
内
に
市
役
所
へ
住
民
登
録
の

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
民
登
録
は
、
市
町
村
の
住
民
を
世

帯
ご
と
に
公
簿
に
登
録
し
、
住
民
の
居

住
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
就

学
や
予
防
接
種
、
米
の
配
給
、
国
民
健

康
保
険
、
国
民
年
金
な
ど
市
町
村
か
行

う
事
務
を
適
正
に
進
め
る
う
え
に
大
き

な
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
住
民
登
録
の
制
度
か
円
滑
に
行

な
わ
れ
る
た
め
に
は
、
異
動
の
あ
る
た

び
に
正
し
く
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
か
必
要
で
す
。

　
届
け
出
を
怠
た
る
と
受
け
ら
れ
る
権

利
か
受
け
ら
れ
な
く
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
人
口
の
動
態
か
つ
か
め
な
く
な
り

市
の
行
政
の
上
に
も
影
響
し
て
き
ま
す

　
今
月
は
ち
ょ
う
ど
卒
業
、
進
学
、
就

職
の
時
期
で
人
の
動
き
か
激
し
く
な
り

ま
す
か
、
次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
そ

の
都
度
、
市
民
課
、
支
所
、
出
張
所
に

異
動
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
市
外
か
ら
転
入
し
た
と
き

　
▽
市
外
へ
転
出
す
る
と
き

　
▽
市
内
で
住
所
を
か
え
た
と
き

　
▽
世
帯
主
に
変
更
か
あ
っ
た
と
き

　
い
つ
れ
も
異
動
の
あ
っ
た
日
か
ら
十

四
日
以
内
に
届
け
で
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
届
出
の
さ
い
は
米
穀
通
帳
と
印

鑑
を
こ
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
市
外
か

ら
日
向
市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住

地
の
転
出
証
明
書
か
必
要
で
す
。

　
★
奨
学
生
を
募
集
埠

　
市
教
育
委
員
会
で
は
3
9
年
度
の
奨
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
大
学
、
高
校

に
在
学
し
て
お
ら
れ
る
方
で
、
借
受
こ

希
望
の
方
は
早
目
に
市
教
委
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
人
員
と
奨
学
金
額

　
大
学
生
1
1
五
名
、
二
千
円
以
内
。

　
高
校
生
1
1
十
名
、
千
円
以
内
。

▽
奨
単
生
の
資
格

　
日
向
市
に
引
き
つ
づ
き
三
年
以
上
居

住
し
て
い
る
者
の
子
弟
で
高
校
、
大
学

に
在
学
し
学
業
、
人
物
と
も
に
優
秀
か

つ
健
康
で
あ
っ
て
学
資
の
支
弁
か
困
難

と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

▽
受
付
期
間
”
四
月
二
十
日

　
な
お
奨
学
生
願
書
は
市
教
委
事
務
局

に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
へ

農
業
構
造
改
善
資
金
を
貸
付

　
市
で
は
、
い
ま
農
業
構
造
改
善
資
金

の
貸
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
機
具
、
家
畜
の
購
入
、
そ
の
他
農

業
経
営
に
必
要
な
も
の
の
経
費
に
あ
て

る
資
金
で
、
次
の
要
領
で
貸
付
け
ま
す

　
借
入
れ
ご
希
望
の
方
は
市
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
借
受
資
格

ω
　
日
向
市
に
住
所
を
有
し
、
引
き
つ

　
づ
き
三
年
以
上
農
業
を
営
ん
で
い
る

　
個
人
ま
た
は
法
人
。

＠
申
込
時
に
市
税
を
完
納
し
て
い
る
者

の
住
所
地
の
農
協
組
合
員
で
あ
る
こ
と

▽
融
資
条
件

ω
融
資
限
度
1
1
一
口
五
万
円

＠
融
資
期
間
1
1
一
年
以
内

の
利
率
翻
農
業
近
代
化
資
金
の
利
率
を

　
こ
え
な
い
利
率

ω
保
証
人
睦
市
内
に
一
年
以
上
住
ん
で

　
い
る
者
二
名

▽
貸
付

ω
貸
付
認
定
審
査
会
で
適
格
者
と
認
め

　
た
も
の
に
貸
付
け
る
。

＠
貸
付
枠
n
二
百
万
円

　
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
市
農
業
委
員

　
会
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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細島商港に

米掃海艦初入港』

　さる5月25日の朝10時

に、米国掃海艦ダイナミッ

ク号　（800トン＝ジェーム

ズ・イ・ヤング艦長）か入
港しました。

　同艦はさる1月にカリフ

オルニや州ロングビーチの

母港を出港、太平洋の沿岸

をくまなく掃海しているも

ので、横須賀、佐世保を経

て細島に寄港しました。

　米国の軍艦が細島港に入

港したのは始めてとあっ
て、市長、柏田議長が同艦

を訪れ花束など贈って歓迎しました。市内鶴町の宣教師デルク

セン・ビターさんの通訳で「日本には初めてきたが予想以上に

よく、各色とも気持よく歓迎してもらい感謝しています。一般

の方たちも艦内をごらんになってください」と語りました。な

お同艦は27日まで停泊し、夕刻出港しました。

×XX

肇　召

一灘

叢　1

原田ゆきさんら25名を表彰’『

　　　　認年度優夏従業者

　昭和38年度の日向市優良従業者表彰式は、さ

る2日午后1時から市議会議場で開、かれまし

iた。この日表彰を受けたのは、市内の同一事業所に4年以上も
；務めている優秀な従業員25名で、中には昭和26年から13年間も

h女の身で製材という激しい労働を耐えぬいた原田ゆき（53＝細

1島）さんの姿もありました。

：　なお受彰者は次のとおり。

▽小西秀市▽斧竹夫▽伊東富良▽柄本あけみ▽福田富美子▽甲

；斐イトエ▽鈴木節子▽山崎工仔▽小原富士子▽江藤茂人▽黒木良

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　春▽川添征雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽佐藤三春▽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日野岩男▽黒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木スエノ▽塔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前律子▽今村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憲孝▽橋本正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽橋本テル子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽伊達光子▽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高木清子▽原

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田ゆき▽児玉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てっ▽白田仁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郎▽原田保

r
匙

》

　
◇
1
0
日
か
ら
婦
人
週
間
◇

　
婦
人
の
地
位
の
向
ト
ず
は
か
る
た
め

こ
と
し
も
四
月
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で

を
婦
人
週
間
と
し
、
法
律
が
保
障
す
る

婦
人
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
婦
人
自
身

の
自
覚
ど
周
囲
の
理
解
、
協
力
を
促
す

（
運
動
が
全
国
的
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
最
近
社
会
が
す
す
む
に
つ
れ
て
家
庭

生
活
に
も
い
ち
ぢ
る
し
い
変
化
が
み
ら

れ
、
そ
こ
か
ら
家
庭
に
も
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
発
生
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
変
動
の
中
で
、
家
庭
の
機
能
を

す
こ
や
か
に
保
つ
た
め
に
婦
人
の
力
を

ど
う
生
か
す
か
と
い
う
こ
と
は
婦
人
の

当
面
す
る
大
き
な
問
題
で
す
。

　
親
子
問
題
、
嫁
と
し
ゅ
と
め
関
係
、

農
家
の
主
婦
と
労
働
時
間
、
共
か
せ
ぎ

の
問
題
な
ど
身
近
か
な
と
こ
ろ
に
も
い

ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
洗
濯
を
し
な
が
ら
お
隣
の
奥
さ
ん
と

話
し
、
夕
飯
の
食
卓
を
囲
み
な
が
ら
ご

主
人
や
家
族
と
語
り
な
が
ら
こ
れ
ら
の

問
題
解
決
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
さ
ら

に
広
い
視
野
に
立
っ
て
家
庭
の
意
義
、

家
庭
管
理
に
つ
い
て
も
認
識
を
深
め
、

主
婦
と
し
て
、
ま
た
地
域
社
会
の
一
員

あ
る
い
は
世
論
形
成
者
と
し
て
の
婦
人
・

の
地
位
向
上
を
は
か
っ
て
ゆ
き
た
い
も

の
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
な
ご
や
か

な
家
庭
づ
く
り
に
も
な
る
の
で
す
。

　
　
農
家
の
皆
さ
ん
へ

　
　
　
共
渚
掛
金
は
早
目
に

　
昭
和
三
十
八
年
度
（
三
十
九
年
産
）

「
麦
共
済
掛
金
の
納
入
、
納
期
限
は
三
月

二
十
五
日
ま
で
で
し
た
。
ま
だ
未
納
の

方
は
早
目
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
各
種
共
済
揚
金
未
納
の
方
も
早

目
に
納
入
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

　
掛
金
未
納
入
の
場
合
は
災
害
に
あ
っ

て
も
共
済
金
の
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
新
生
児
の
育
児
は

　
　
　
助
産
婦
の
指
導
で

　
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
一
ケ

月
間
の
育
児
は
、
最
も
大
切
で
、
こ
の

間
に
誤
っ
た
育
児
を
す
る
と
一
番
危
険

で
す
。
産
後
一
ケ
月
間
の
育
児
は
、
せ

め
て
二
回
目
ら
三
回
助
産
婦
の
指
導
を

受
け
る
の
が
最
も
適
切
で
、
相
当
深
く

つ
っ
こ
ん
だ
育
児
指
導
を
し
て
く
れ
ま

す
。
新
生
児
の
育
児
に
つ
い
て
は
、
助

産
婦
の
指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
す

す
め
し
ま
す
。

◇
自
衛
官
を
募
集
◇

　
防
衛
庁
で
は
、
昭
和
三
十
九
年
度
第

一
次
自
衛
官
（
二
等
陸
、
‘
海
、
、
窒
士
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
・
応
．
募
資
格
、
学

歴
な
ど
は
次
の
通
り
で
す
。
一

▽
応
募
資
格
門
満
十
八
才
か
ら
二
十
五

　
才
ま
で
の
男
子

▽
学
歴
目
不
問

▽
受
付
⊥
二
月
一
日
か
ら
五
月
末
日

▽
試
験
一
五
月
三
十
一
日

号
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
市
民

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
推
せ
ん
映
画
裾

　
宮
崎
県
児
童
福
祉
審
議
会
、
日
向
市

青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
、
次
の
映
画

を
児
童
向
き
映
画
と
し
て
推
せ
ん
し
ま

し
た
。

①
今
日
も
わ
れ
大
空
に
あ
り
②
手
を
つ

な
ぐ
子
ら
③
動
物
た
ち
④
百
一
匹
の
わ

ん
ち
ゃ
ん
大
行
進
⑤
ロ
ビ
ン
ソ
ン
漂
流

記
　
◎
係
か
ら
◎

▽
　
市
内
で
の
明
る
い
話
題
。
市
政
に

　
対
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
歓
迎

　
文
書
で
も
電
話
で
も
可
。
市
役
所
企

画
室
広
報
係
ま
で

▽
編
集
に
、
、
．
て
ご
意
見
も
ど
う
ぞ
。

』
緑につつまれた

　　　チリひとつない美しい町

り

美しい
郷土つく
運動

美しいものは、すべてをこえて人々の心をつなぎますb

　わたしたちのまわりを緑でつつみ花を咲かせ、環境をきれいにし、善意のリ

ボンで心をつなぎ、美しく新しい郷土をつくりましよう。

　　　　街路樹や心をうるおす美しい風景は

　　　　　　　　　　　わたしたちの手で守りましよう
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